
令和５年度 ＩＣＴ機器を活用した学びの方向性（案） 

「「「「子ども同士がつながる学びづくり子ども同士がつながる学びづくり子ども同士がつながる学びづくり子ども同士がつながる学びづくり」」」」    

    

    視視視視点１点１点１点１    考えを共有するツールを活用する考えを共有するツールを活用する考えを共有するツールを活用する考えを共有するツールを活用する        

 （例） ・資料から得た情報の収集・整理をする。【デジタルホワイトボードソフト】 

     ・調べ学習の成果を学級で共有する。【プレゼンテーションソフト】 

     ・一人一人の考えや作品を相互評価する。【表計算ソフト＋共有機能】 

     ・個々の感想や振り返りを学級で共有する。【アンケートソフト＋テキストマイニングツール】 

    

    視視視視点２点２点２点２    デジタルとアナログのハイブリッド型デジタルとアナログのハイブリッド型デジタルとアナログのハイブリッド型デジタルとアナログのハイブリッド型として授業を考えるとして授業を考えるとして授業を考えるとして授業を考える        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    実現のための具体的な取組実現のための具体的な取組実現のための具体的な取組実現のための具体的な取組        

・ＩＣＴ活用授業の支援強化・・・ＩＣＴ支援員の訪問支援をさらに活用する 

・活用事例の共有・・・ＩＣＴ支援員がよい実践を他校に紹介し、実践の広がりを促す 

 ・教員向け研修・・・⻑期休業中にＩＣＴ活用に関する研修会を開催する 

デジタルの強み

「視覚化」

「即時共有」

アナログの強み

「臨場感」

「即時出力」

両方の強みを

活かした学び

“ハイブリッド型の授業”
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デジタル
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ョンソフトを使っ

て全体交流
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